
～国語科として付けさせたい力を明確にした授業実践～

言葉に寄り添い、
国語を楽しむ児童の育成

大野町立東小学校 杉山貴紀
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＜①今日的課題＞

情緒力・論理的思考力・語彙力の育成

小学校では、「話す・聞く」に加えて「読む・書く」の
「繰り返し練習」により、国語力の基礎となる知識を確実
に身に付けさせることが重要である。特に、「読み」の学
習を先行させることで、言葉の知識（特に「語彙力」）を
増やすことに重点を置くべきである。（文部科学省HPより抜粋）

主題設定の理由
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＜②児童の実態＞

全国学力・学習状況調査等の結果から
・全国や県の平均値と比べ、低い傾向が
続いている。

・無回答率の割合が高い。
→ 語彙力が不足しており、読解力、

表現力が十分身に付いていない。
→ 学習意欲が向上していかない。

主題設定の理由
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＜②児童の実態＞

国語の授業の内容は
よくわかりますか。

平均正答率（国語）

意識と実態の乖離

当てはまる
どちらかといえ
ば、当てはまる

３５．０ ４５．０

本校 県 全国

５４ ６５ ６７．２

主題設定の理由

admin
スタンプ
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＜③本校の研究＞

国語の教科指導 何をどのように
教えてよいか
分からない

言語活動を
どのように
仕組めば
よいか
分からない

どうすれば魅力のあ
る国語の授業ができ
るか分からない

自分に何が
できるだろうか

主題設定の理由

国語の指導において、ねらいや単位時間の役割を明確にした
単元指導を構想し，児童一人一人が話合い活動に主体的に取り
組むための指導・援助の工夫や、言葉による見方・考え方を大
切にした評価を積み上げれば、文章の内容を正しく理解したり，
自分の思いや考えを適切に表現したりする児童が育つであろう。

そして、国語科以外で学習した力を発揮する場を意図的に設
定することで、国語科の学習に対する目的意識が生まれ、また、
学びを生かせた実感をすることで、「もっと学びたい。使いた
い」と感じさせることができるだろう。

研究仮説

１ 言葉による見方・考え方、ねらい、単位時間

の役割を明確にした単元指導計画

２ 日常的に国語の力を高めたり発揮したり

する場の設定

研究内容

言葉による見方・考え方、ねらい、単位時間
の役割を明確にした単元指導計画

(1)必然性のある言語活動の設定

(2)児童の意識とねらいのつながりを明確にした
単位時間の構想

(3)児童のやる気を引き出す評価

研究内容１



(1)必然性のある言語活動の設定研究内容１ (1)必然性のある言語活動の設定

書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくっ
たり、段落相互の関係に注意したりして、文章の構成を考え
ることができる。（思・判・表B(1)イ）

目的を意識して、中心となる語や文を見つけることができる。
（思・判・表C(1)ウ）

段落同士のつながりが生まれるように、説明の順番
に意図性をもたせて文章を構成する

研究内容１

題材のねらいに即した言語活動

自分の言葉で捉え直す

牛乳 魚 大豆

難化
（本文の構成
と同様）

どうやって
作るのだろう？

(1)必然性のある言語活動の設定研究内容１

児童の学習意欲を高める単元の導入

学習する
必然性

(1)必然性のある言語活動の設定

〇何のために本文を読むのかが明確

〇児童が、どんなことに着目して読み取

りを行えばよいかが分かる

〇出口の言語活動がスムーズに

研究内容１



(2)児童の意識とねらいのつながりを
明確にした単位時間の構想

単位時間の
ねらいに

偏りはないか

思・判・表の
単位時間は、
知・技の
習得の上に
位置付いて
いるか

研究内容１

単位時間を終えた
児童の意識

活動と評価の
つながり

研究内容１ (2)児童の意識とねらいのつながりを
明確にした単位時間の構想

研究内容１ (2)児童の意識とねらいのつながりを
明確にした単位時間の構想

(３)児童のやる気を引き出す評価

評価の方法や場面は適切か？

研究内容１



事例の書かれ方を根拠として段落相互の関係を捉

えて、例示の工夫を書いている。

本時のねらい

筆者は、読む人に分かりやすく説明するために、炒り豆から醤油と

いうように、読む人にとって分かりやすいものから、分かりにくいもの

の順番で例を書いていることが分かった。

研究内容１ (３)児童のやる気を引き出す評価

ねらいを児童の言葉で捉え直す

Ｃ Ｂ Ａ Ｓ

評価規準達成 どのような点が
優れていたかを
全体に解説

どうすれば評価規準
を達成できるかを

個別指導

研究内容１ (３)児童のやる気を引き出す評価

評価基準を児童と共有する

日常的に国語の力を高めたり発揮したりする
場の設定

(1)音読等の家庭学習の再考

(2) 掲示物の活用

研究内容２ (1) 音読等の家庭学習の再考研究内容２

学習状況に応じた読み方を選択



(1) 音読等の家庭学習の再考

〇音読に取り組める児童が増えた。

〇「クイズ読み」をして、翌日には教師や

別の児童に出題する児童も見られた。

〇一人読みの時間により多くの叙述に

着目できる傾向が見られた。

研究内容２ (2) 掲示物の活用研究内容２

言葉に慣れ親しむための暗唱活動

(2) 掲示物の活用研究内容２

掲示物を活用した考えの形成
６月 ９月

成果

自分の考えを

根拠となる叙述を

用いてまとめられる

ようになった
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国語の勉強は好きですか。 ４月 ９月

50 ６７
国語の勉強は大切だと思い
ますか。

４月 ９月

９４ １００
国語の授業で、物語を読むときに、登場人
物の性格や特徴、物語全体を具体的にイ
メージし、どのような表現で描かれている
のかに着目していますか。

４月 ９月

７２ ８５

言葉に寄り添い国語を楽しむ児童が増えた

成果

▲内容がよく分かるかについての変化がほとんど
ない

当てはまる
どちらかといえば、
当てはまる

どちらかといえば、
当てはまらない

当てはまらない

４月 31 53 16 0
９月 30 52 18 0

国語の授業の内容はよく分かりますか。

個別最適な学び→「国語が好き・分かる」

課題

ご清聴ありがとうございました。
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